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は
じ
め
に

　

早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、
二
〇
〇
三
年
よ
り
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
の
編
纂
事
業
を
開
始
し
、
大
隈
宛
の
日
本
人

和
文
書
翰
を
翻
刻
し
て
、
毎
年
一
巻
ず
つ
刊
行
し
て
き
た
が
、
二
〇
一
五
年
三
月
、
第
一
一
巻
の
刊
行
を
以
っ
て
完
結
す
る
に
至
っ
た
。

収
録
対
象
は
、
編
纂
当
時
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
や
佐
賀
市
大
隈
記
念
館
、

さ
ら
に
全
国
の
各
機
関
な
ど
で
原
本
の
所
在
が
確
認
で
き
た
も
の
で
、
最
終
的
に
収
録
総
数
は
七
四
〇
四
通
と
な
っ
た１
。

　

政
治
や
経
済
、
教
育
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
活
動
し
た
大
隈
の
許
に
は
、
多
種
多
様
の
人
び
と
か
ら
書
翰
が
送
り
届
け
ら
れ

て
い
た
。
こ
こ
に
は
色
々
な
情
報
が
詰
ま
っ
て
い
て
、
現
代
の
我
々
が
当
時
の
世
相
を
知
る
上
で
重
要
な
情
報
源
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
大
隈
の
許
に
あ
っ
た
資
料
群
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
ま
ず

大
隈
文
書
の
来
歴
と
刊
本
・
謄
写
資
料
に
つ
い
て

　

星　

原　

大　

輔
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現
在
所
在
が
確
認
で
き
る
「
大
隈
重
信
関
係
文
書
」、
特
に
大
隈
宛
の
日
本
人
和
文
書
翰
の
原
本
の
来
歴
を
整
理
し
、
次
に
大
学
史
資
料

セ
ン
タ
ー
編
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
以
外
の
刊
行
本
・
謄
写
本
の
概
要
や
作
成
経
緯
等
を
紹
介
し
、
最
後
に
関
係
文
書
の
本
来
あ
っ
た

状
態
を
検
討
す
る
。
な
お
、
以
下
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
を
セ
ン
タ
ー
本
と
、
日
本
史
籍
協
会
編
『
大
隈

重
信
関
係
文
書
』
を
史
籍
協
会
本
と
略
記
す
る
。

一　

原
本
の
伝
来
│
│
明
治
一
〇
年
代
の
資
料
整
理

　

周
知
の
と
お
り
、
大
隈
は
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
三
月
徴
士
参
与
兼
外
国
事
務
局
判
事
に
任
ぜ
ら
れ
て
以
降
、
会
計
官
副
知
事
、
大

蔵
大
輔
、
民
部
大
輔
、
参
議
、
大
蔵
卿
な
ど
、
明
治
一
四
年
政
変
で
下
野
す
る
ま
で
、
明
治
政
府
の
要
職
を
歴
任
し
た
。
電
信
が
よ
う
や

く
普
及
し
始
め
、
電
話
は
ま
だ
存
在
し
な
い
時
代
で
あ
る
。
岩
倉
具
視
や
大
久
保
利
通
ら
政
府
首
脳
を
は
じ
め
、
担
当
省
庁
の
官
吏
や
お

雇
い
外
国
人
な
ど
か
ら
、
夥
し
い
数
の
書
類
や
書
翰
が
大
隈
の
許
に
日
夜
届
け
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
う
し
て
大
隈
の
手
許
に
集
積
し
た
資
料
群
が
、
最
初
に
ま
と
ま
っ
た
形
で
整
理
さ
れ
た
の
は
、
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
九
月
頃

と
推
定
さ
れ
る
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
「
大
隈
文
書
」
中
の
、
神
山
聞
編
「
手
柬
人
名
録２
」
の
凡
例
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

明
治
初
年
以
降
信
友
諸
公
よ
り
寄
贈
の
公
私
書
簡
、
日
進
増
多
な
る
に
因
り
、
紙
嚢
を
製
し
之
を
収
蔵
し
、
右
其
姓
の
首
字
を
采
り
伊
呂
波
を
以
て

之
を
類
別
し
、
此
目
録
を
作
り
他
日
の
探
索
に
便
す
。
且
つ
余
紙
を
存
す
る
も
の
は
、
将
来
来
簡
あ
る
毎
に
追
加
の
用
に
供
す
。

　
　

明
治
十
五
年
九
月 

受
命
神
山
聞
識　
　
　
　

神
山
は
佐
賀
出
身
の
大
蔵
官
僚
で
、
明
治
一
四
年
政
変
を
機
に
掛
冠
し
て
い
る３
。
そ
の
後
の
詳
し
い
足
取
り
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
隈
の
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傍
に
し
ば
ら
く
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
が
残
っ
て
い
る４
。
こ
の
神
山
が
資
料
群
の
整
理
を
命
ぜ
ら
れ
、
差
出
人
を
イ
ロ
ハ
順
で

類
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
通
数
を
ま
と
め
て
書
き
記
し
た
の
が
、
前
掲
資
料
「
手
柬
人
名
録
」
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
書
翰
数
と
、
今
回
の
セ
ン
タ
ー
本
に
収
録
さ
れ
た
書
翰
数
を
比
較
す
る
と
、
か
な
り
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
例

え
ば
、
一
八
八
二
年
九
月
の
時
点
で
死
去
し
て
い
る
明
治
三
傑
で
見
て
み
る
と
、
大
久
保
利
通
は
「
手
柬
人
名
録
」
四
九
通
に
対
し
て
セ

ン
タ
ー
本
は
三
〇
通
、
木
戸
孝
允
は
「
手
柬
人
名
録
」
三
〇
通
に
対
し
て
セ
ン
タ
ー
本
は
一
四
通
、
西
郷
隆
盛
は
「
手
柬
人
名
録
」
五
通

に
対
し
て
セ
ン
タ
ー
本
は
一
通
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
一
八
八
三
年
七
月
に
亡
く
な
っ
た
岩
倉
具
視
の
場
合
、「
手
柬
人
名
録
」
三
〇
八

通
に
対
し
て
セ
ン
タ
ー
本
は
二
〇
五
通
と
な
っ
て
い
る
。
連
名
書
翰
の
取
り
扱
い
の
違
い
な
ど
も
あ
り
、
単
純
に
数
字
を
比
較
す
る
だ
け

で
判
断
す
べ
き
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
神
山
の
整
理
後
に
相
当
数
の
大
隈
宛
の
日
本
人
和
文
書
翰
が
失
わ
れ
た
可
能
性
は
高
い
と

言
え
よ
う
。

　

で
は
、
何
故
こ
の
時
期
に
資
料
整
理
が
行
な
わ
れ
、
そ
し
て
い
く
つ
か
の
資
料
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
こ
の
疑
問
を
考
え
る
上

で
重
要
な
示
唆
が
、
市
島
の
談
話
「
大
隈
家
の
書
簡
調
べ
」
に
あ
る
。

自
分
が
久
し
く
聞
い
て
い
る
所
で
は
、
大
隈
家
の
大
切
の
文
書
な
る
も
の
は
曽
て
小
野
梓
君
が
故
老
侯
の
伝
記
を
編
纂
す
る
こ
と
を
企
て
、
そ
の
材

料
に
あ
て
ん
と
て
文
書
の
う
ち
で
も
重
要
の
も
の
を
大
行
李
に
詰
め
、
自
分
の
宅
へ
持
帰
っ
て
大
切
に
預
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
何
故
か
小
野

君
が
歿
す
る
と
同
時
に
預
っ
て
い
た
文
書
全
部
が
紛
失
し
て
ど
こ
へ
行
っ
た
か
解
ら
な
く
な
っ
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
此
一
と
行
李
も
あ
る
文
書

の
内
に
は
恐
ら
く
維
新
前
か
ら
の
故
老
侯
の
経
歴
を
語
る
多
く
の
者
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
夫
は
小
野
君
以
外
吾
々
親
近
者
と
雖
も
曽
て
見
た
こ

と
の
な
い
、
従
っ
て
ど
ん
な
も
の
が
預
け
ら
れ
て
あ
っ
た
か
忖
度
も
出
来
な
い
や
う
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
実
に
惜
し
い
こ
と
を
し
た
も
の
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
が
、
か
く
の
如
く
文
書
の
な
く
な
っ
た
と
云
ふ
こ
と
だ
け
は
確
で
あ
る
。
自
分
は
故
老
侯
在
世
中
に
そ
の
こ
と
を
尋
ね
て
み
た
こ
と
も

あ
っ
た
が
矢
張
事
実
だ
と
言
わ
れ
て
い
た５
。
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早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
の
「
大
隈
公
政
畧
記６
」
が
、
市
島
の
言
う
「
小
野
梓
君
が
故
老
侯
の
伝
記
を
編
纂
す
る
こ
と
を
企
て
」
に
該
当

す
る
資
料
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
草
稿
の
状
態
で
、
明
治
三
年
の
参
議
就
任
ま
で
の
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
小
野
は
資
料

を
集
め
、
大
隈
よ
り
聞
き
取
り
を
し
な
が
ら
、
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
一
二
月
よ
り
執
筆
を
開
始
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
一
八
八

六
年
に
病
死
し
た
た
め
未
完
に
終
わ
っ
た
か
ら
で
あ
る７
。

　

つ
ま
り
市
島
の
談
話
か
ら
、
次
の
よ
う
な
経
緯
が
推
定
さ
れ
る
。
小
野
に
よ
る
伝
記
執
筆
が
企
画
さ
れ
た
た
め
、
ま
ず
神
山
が
資
料
の

調
査
・
整
理
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
小
野
は
整
理
済
み
の
資
料
群
か
ら
執
筆
材
料
と
な
る
大
隈
宛
書
翰
を
数
点
借
り
入
れ

た
が
、
完
成
す
る
こ
と
な
く
夭
折
し
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
彼
の
死
後
に
大
隈
家
へ
返
却
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
所
在
そ
の
も
の

が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

小
野
の
借
入
に
関
す
る
資
料
が
存
在
し
な
い
た
め
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
数
量
や
内
容
を
知
る
術
が
な
い
。
も
し
、
今
後
新
た
に
発
見

さ
れ
る
大
隈
関
係
の
資
料
群
が
、
小
野
が
借
入
し
た
も
の
で
あ
っ
た
場
合
は
、
セ
ン
タ
ー
本
は
も
ち
ろ
ん
、
史
籍
協
会
本
に
も
収
録
さ
れ

て
い
な
い
、
ま
っ
た
く
の
新
出
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二　

原
本
の
伝
来
│
│
大
隈
没
後
の
市
島
謙
吉
に
よ
る
資
料
整
理

　

そ
の
後
政
党
の
代
表
と
し
て
、
ま
た
早
稲
田
大
学
の
創
立
者
と
し
て
、
日
本
社
会
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
た
大
隈
の
許
に
は
、
そ

の
後
も
多
く
の
書
翰
や
書
類
な
ど
が
届
き
、
大
隈
邸
の
片
隅
に
集
積
し
て
い
た
。
こ
の
間
、
大
隈
家
で
こ
れ
ら
を
体
系
的
に
整
理
し
た
形

跡
は
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
存
在
自
体
が
大
隈
周
辺
の
人
び
と
に
知
ら
れ
ず
に
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
群
の
存
在
が

世
に
知
ら
れ
た
の
は
、
大
隈
の
死
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
一
月
一
〇
日
、
大
隈
は
不
帰
の
客
と
な
っ
た
。
享
年
八
三
。
一
七
日
に
は
日
比
谷
公
園
で
国
民
葬
が
行
な

わ
れ
、
遺
体
は
護
国
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。
葬
儀
後
の
一
月
二
二
日
、
市
島
は
高
田
早
苗
や
第
二
代
総
長
塩
沢
昌
貞
と
、「
総
長
没
後
早
大

善マ
マ

後
に
関
す
る
重
要
の
内
議
」
を
行
な
っ
て
い
て
、
大
隈
の
伝
記
編
纂
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
決
定
し
て
い
る
。

大
隈
侯
伝
記
編
纂
会
を
起
し
、
学
校
其
他
侯
に
縁
故
あ
る
各
方
面
之
団
体
参
加
し
、
編
纂
に
着
手
之
事
。
こ
れ
は
学
校
之
事
業
と
せ
す
、
唯
た
学
校

の
こ
れ
に
参
加
す
べ
き
を
維
持
員
会
に
て
決
定
を
要
す
。
此
の
件
の
具
体
案
は
余
よ
り
提
出
之
事８
。

大
隈
の
伝
記
編
纂
に
関
す
る
記
述
は
こ
れ
が
初
出
で
は
な
く
、
大
隈
が
死
去
す
る
前
か
ら
市
島
の
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。
大
隈
は
九
月

二
六
日
に
床
に
臥
し
昏
睡
状
態
に
陥
る
な
ど
、
一
時
は
容
態
が
急
速
的
に
悪
化
し
た
。
幸
い
一
〇
月
末
に
危
機
的
状
況
か
ら
脱
し
た
が
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
は
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
市
島
は
大
隈
の
事
績
を
後
世
に
伝
え
る
べ
く
、
伝
記
編
纂
の
事
業
計
画
を
思

い
立
っ
た
ら
し
い
。
市
島
は
一
九
二
一
年
一
一
月
一
二
日
、
高
田
早
苗
を
訪
ね
て
相
談
し
て
い
る
。

晴
、
今
朝
高
田
〔
早
苗
、
以
下
〔　

〕
内
は
筆
者
に
よ
る
補
注
〕
を
動
坂
に
訪
ふ
て
、
大
隈
侯
の
伝
記
を
編
纂
す
る
件
に
付
協
議
す
。
先
つ
材
料
蒐

集
を
始
む
る
こ
と
ゝ
し
、
大
学
の
維
持
員
会
に
提
出
し
其
の
決
定
を
得
て
、
経
費
を
支
出
す
る
こ
と
の
大
要
を
定
む
。（
中
略
）
大
隈
邸
に
到
り
、

大
隈
侯
伝
記
材
料
蒐
集
に
付
大
隈
信
常
の
諒
解
を
得
て
か
へ
る９
。

こ
の
よ
う
に
、
大
隈
家
の
新
当
主
の
信
常
と
高
田
の
諒
解
は
既
に
得
て
い
て
、
そ
し
て
大
学
総
長
の
塩
沢
の
同
意
も
得
た
の
で
、
事
業
計

画
は
一
気
に
具
体
化
し
て
い
っ
た
。
一
九
二
二
年
一
月
二
四
日
に
大
隈
邸
で
開
か
れ
た
残
務
委
員
会
で
伝
記
編
纂
会
の
件
も
協
議
さ
れＡ
、

二
七
日
の
早
稲
田
大
学
維
持
員
会
で
「
大
隈
侯
伝
記
編
纂
会
之
大
要
」
が
発
表
さ
れ
たＢ
。
こ
う
し
て
二
月
二
八
日
、
大
隈
邸
で
行
な
わ
れ

た
五
十
日
祭
に
お
い
て
、
市
島
が
参
列
者
に
伝
記
編
纂
会
の
発
足
を
公
表
す
る
運
び
と
な
っ
たＣ
。
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市
島
は
こ
の
編
纂
事
業
を
本
格
的
に
始
動
さ
せ
る
べ
く
、
組
織
案
や
規
約
、
予
算
案
な
ど
の
作
成
に
も
奔
走
し
て
い
た
。
そ
の
最
中
の

三
月
二
日
、
突
如
、
市
島
は
綾
子
夫
人
か
ら
呼
び
出
し
を
受
け
た
。

大
隈
未
亡
人
〔
大
隈
綾
子
〕
よ
り
急
に
招
か
れ
、
十
時
到
る
。
高
田
〔
早
苗
〕
も
同
じ
く
招
か
れ
て
、
共
に
病
蓐
に
就
て
面
会
。
未
亡
人
よ
り
老
侯

〔
大
隈
重
信
〕
の
蔵
に
係
る
重
要
書
類
少
か
ら
す
、
右
は
焼
棄
す
べ
き
や
否
、
若
し
伝
記
の
材
料
に
供
せ
ん
と
な
れ
は
取
捨
整
理
あ
り
た
し
と
、
特

に
余
に
相
談
あ
り
。
余
は
漫
り
に
焼
棄
を
不
可
と
し
自
ら
整
理
せ
ん
こ
と
を
申
出
づＤ
。

　

大
隈
の
手
許
に
集
積
さ
れ
て
い
た
資
料
群
の
存
在
が
、
こ
こ
で
綾
子
夫
人
以
外
の
者
に
遂
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
伝

記
編
纂
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
一
次
資
料
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
市
島
は
「
焼
棄
」
の
不
可
を
告
げ
、
自
ら
整
理
に
当
た
る
こ
と
を

申
し
出
た
の
で
あ
る
。

　

日
記
『
双
魚
堂
日
誌
』
の
そ
の
後
の
記
述
か
ら
、
市
島
が
三
月
六
日
か
ら
数
回
に
わ
た
っ
て
大
隈
邸
に
赴
き
、
資
料
群
の
調
査
・
整
理

を
行
な
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
大
正
一
一
年
の
大
晦
日
、
市
島
は
こ
の
経
緯
等
を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
るＥ
。

尚
、
当
夏
期
中
十
数
回
毎
回
五
時
間
以
上
に
至
り
力
を
注
ぎ
た
る
は
、
大
隈
家
に
蔵
す
る
維
新
以
来
の
名
家
の
書
簡
弐
千
通
を
翻
読
し
、
其
の
保
存

す
べ
き
も
の
と
否
と
、
そ
の
伝
記
の
材
料
と
な
る
も
の
と
維
新
史
な
ど
の
資
料
と
な
る
も
の
を
選
択
し
た
る
こ
と
に
て
、
伝
記
の
材
料
と
な
る
べ
き

も
の
は
特
に
謄
写
せ
し
め
、
其
の
数
千
七
、
八
百
枚
の
多
き
に
達
し
た
り
。
此
の
調
査
の
仕
末
は
文
明
協
会
の
講
演
集

に
北
越
新
報
に
連
載
せ
り
。

報
知
社
大
隈
侯
に
縁
故
深
き
関
係
よ
り
、
新
築
紀
念
に
侯
所
蔵
の
書
簡
を
瑠
璃
版
に
付
し
巻
子
と
し
て
配
布
を
欲
し
、
余
に
嘱
し
て
撰
択
せ
し
め
た

り
。
余
亦
之
れ
に
付
す
る
の
解
説
一
冊
を
撰
ひ
与
へ
た
り
。
此
等
は
些
事
な
れ
ど
も
書
簡
調
べ
の
結
果
な
る
を
以
て
爰
に
録
し
お
く
。

　

市
島
に
よ
る
資
料
群
の
調
査
・
整
理
に
つ
い
て
触
れ
る
前
に
、
右
の
文
章
の
内
容
に
補
足
を
二
つ
加
え
て
お
き
た
い
。
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一
つ
は
、「
此
の
調
査
の
仕
末
は
文
明
協
会
の
講
演
集

に
北
越
新
報
に
連
載
せ
り
」
と
の
記
述
で
あ
る
。
前
者
は
、
大
日
本
文
明
協

会
が
発
行
し
た
『
文
明
協
会
講
演
集
』
第
七
（
一
九
二
二
年
九
月
）、
第
一
一
（
同
年
一
二
月
）
に
二
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
「
大
隈
家

の
書
簡
調
べ
」
で
あ
る
。
後
者
は
六
月
中
旬
に
北
越
新
報
の
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
現
物

は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　

も
う
一
つ
は
、「
報
知
社
」
云
々
と
い
う
記
述
で
あ
る
。『
報
知
新
聞Ｆ
』
の
発
行
元
で
あ
る
同
社
は
、
創
業
五
〇
年
に
当
た
る
一
九
二
二

（
大
正
一
一
）
年
の
八
月
末
、
新
社
屋
を
竣
工
し
たＧ
。
同
社
は
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
に
大
隈
が
経
営
権
を
得
て
以
降
、
大
隈
と
の
つ

な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
社
屋
新
築
の
記
念
」
と
し
て
、
大
隈
家
に
遺
さ
れ
て
い
た
書
類
一
点
と
大
隈
宛
の
書
翰
二
四
通Ｈ
の

コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
を
巻
子
に
仕
立
て
て
刊
行
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
『
風
雲
感
会
』
で
あ
る
。
題
名
は
、
武
富
時
敏
が
後
漢
書
と
李

白
の
漢
詩
か
ら
命
名
し
た
。
ま
た
収
録
す
る
書
翰
の
選
定
は
市
島
に
一
任
さ
れ
、
巻
子
に
付
随
し
た
冊
子
に
は
「『
風
雲
感
会
』
に
つ
い
て
」

と
題
す
る
市
島
の
解
題
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
前
述
し
た
よ
う
に
、
市
島
に
よ
る
資
料
群
の
調
査
・
整
理
の
詳
し
い
経
緯
は
日
記
の
記
述
か
ら
追
う
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
の
概

要
は
前
掲
の
談
話
「
大
隈
家
の
書
簡
調
べ
」
等
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
記
述
を
基
に
、
そ
の
特
徴
と
問
題
点
を
指

摘
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、
極
め
て
少
人
数
で
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
日
記
を
読
む
限
り
で
は
、
市
島
の
他
に
、
こ
の
調
査
・
整
理
の
実
務
に

あ
た
っ
た
の
は
、
光
吉
元
次
郎
、
町
田
忠
治
、
中
野
礼
四
郎
だ
け
で
あ
る
。
大
隈
文
書
の
存
在
自
体
は
す
ぐ
に
世
に
知
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、

そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
人
物
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
た
。

　

第
二
に
、
資
料
群
の
現
状
が
、
大
隈
死
去
時
の
も
の
か
ら
大
き
く
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
資
料
調
査
整
理
の
初
日
、
市
島
は

以
下
の
よ
う
に
日
記
に
記
し
て
い
る
。
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〔
大
隈
〕
侯
〔
爵
〕
夫
婦
の
寝
室
十
畳
二
間
に
、
官
文
書
類
書
物
箱
約
三
十
、
書
状
入
ト
ラ
ン
ク
五
個
、
合
利
入
六
七
個
、
大
風
呂
敷
包
約
十
個
。

此
内
明
治
十
四
五
年
の
文
書
整
理
を
施
し
た
る
も
の
二
、
三
ト
ラ
ン
ク
に
入
れ
あ
る
も
の
ゝ
外
は
雑
然
た
る
も
の
に
て
、
半
日
を
費
し
合
利
三
個
程

の
不
用
書
類
を
除
外
すＩ
。

市
島
も
こ
れ
ほ
ど
の
量
の
資
料
が
残
っ
て
い
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
気
に
な
る
の
が
「
合
利
三
個
程

の
不
用
書
類
を
除
外
す
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
そ
の
後
の
取
り
扱
い
な
ど
に
関
し
て
、
こ
れ
以
降
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
し
て
こ
の
約
四
ヶ
月
後
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。

十
時
よ
り
大
隈
邸
に
到
り
、
書
簡
調
を
為
す
。
四
時
に
至
る
。
今
日
十
回
目
に
て
重
な
る
も
の
閲
了
。
こ
れ
よ
り
甲
乙
丙
三
等
に
別
ち
、
巻
子
と
す

べ
き
も
の
、
草
々
に
保
存
す
べ
き
も
の
、
保
存
を
要
せ
ざ
る
も
の
を
選
り
分
け
る
方
針
を
定
め
、
尚
両
三
度
参
邸
の
筈
也Ｊ
。

つ
ま
り
市
島
に
よ
っ
て
、
資
料
群
は
「
巻
子
と
す
べ
き
も
の
」「
草
々
に
保
存
す
べ
き
も
の
」「
保
存
を
要
せ
ざ
る
も
の
」
の
三
種
に
分
類

し
て
整
理
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
基
準
を
ど
う
定
め
た
の
か
、
そ
れ
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。
こ
れ
は
客
観
的
と
い
う
よ
り

は
、
市
島
の
主
観
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
や
は
り
気
に
な
る
の
が
、「
保
存
を
要
せ
ざ
る
も
の
」
と
認
定
さ
れ
た

資
料
の
そ
の
後
の
取
り
扱
い
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
言
及
が
な
い
。

　

第
三
に
、
重
要
書
翰
の
謄
写
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
大
正
一
一
年
大
晦
日
の
記
述
に
も
「
伝
記
の
材
料
と
な
る
べ
き
も
の
は

特
に
謄
写
せ
し
め
、
其
の
数
千
七
、
八
百
枚
の
多
き
に
達
し
た
り
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
該
当
す
る
資
料
が
、
小
精
廬
主
人
編
「
大
隈
家
収

蔵
文
書Ｋ
」
で
あ
ろ
う
。「
大
隈
侯
伝
記
編
纂
会
」
の
用
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
序
文
に
は
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爾
来
弐
十
六
函
に
納
め
た
る
書
簡
を
点
検
し
、
為
め
に
十
数
日
を
費
し
た
れ
ど
も
、
全
部
を
通
覧
し
た
る
に
あ
ら
ず
、
但
た
伝
記
の
材
料
と
な
る
べ

き
特
に
重
要
の
も
の
を
随
つ
て
見
れ
ば
随
つ
て
写
手
に
廻
し
た
る
、
裒
然
千
余
枚
に
及
ひ
た
り
。（
中
略
）
こ
れ
は
予
か
自
か
ら
選
択
し
且
つ
伝
記

の
資
料
に
充
て
た
る
も
の
に
て
、
予
に
は
紀
念
す
べ
き
因
縁
あ
る
も
の
な
り
。
仍
て
散
佚
を
慮
り
、
今
次
製
本
し
て
家
に
蔵
す
る
こ
と
と
な
せ
り
。

と
あ
る
。
当
該
資
料
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
編
集
担
当
「
早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
市
島
謙
吉
編
「
大
隈
家
収
蔵
文
書
」（
抄
録Ｌ
）」
に
詳
し
い
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
そ
こ
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
原
本
の
所
在
が
現
在
分
か
ら
ず
、
後
述
す
る
史
籍
協
会
本
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
謄
写
書
翰
も
多
数
あ
り
、
大
隈
研
究
を
進

め
て
い
く
上
で
貴
重
な
資
料
の
一
つ
で
あ
るＭ
。

　

以
上
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
大
隈
死
後
に
あ
っ
た
資
料
群
は
当
初
の
原
形
を
と
ど
め
て
お
ら
ず
、
市
島
に
よ
る
判
断
の
下
で
選
別
さ
れ
、

再
分
類
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
整
理
・
分
類
の
過
程
で
、「
不
用
書
類
」「
保
存
を
要
せ
ざ
る
も
の
」
と
判
断
さ
れ
た
資
料
が
い

く
つ
か
存
在
し
、
そ
し
て
破
棄
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

三　

原
本
の
伝
来
│
│
大
隈
家
か
ら
の
資
料
寄
贈
・
進
呈

　

こ
う
し
て
市
島
に
よ
る
調
査
・
整
理
を
経
た
資
料
群
は
、
の
ち
に
大
隈
家
か
ら
早
稲
田
大
学
に
寄
贈
さ
れ
る
。
ま
ず
一
九
二
二
（
大
正

一
一
）
年
一
一
月
、
大
隈
家
か
ら
大
隈
邸
と
庭
園
が
早
稲
田
大
学
に
引
き
継
が
れ
た
際
に
、
図
書
や
書
類
を
中
心
と
し
た
資
料
群
が
寄
贈

さ
れ
たＮ
。
つ
い
で
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
六
月
の
第
一
回
大
隈
記
念
祭
を
機
に
、
大
隈
家
か
ら
書
翰
を
中
心
と
す
る
資
料
群
が
寄
贈

さ
れ
たＯ
。
こ
れ
ら
は
現
在
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
「
大
隈
文
書
」
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
て
、
前
者
が
Ａ
官
庁
関
係
文
書
、
Ｃ
欧
文
書
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翰
類
に
、
後
者
が
Ｂ
書
翰
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
五
月
に
も
、
大
隈
家
か
ら
早
稲
田
大
学
大
学
史
編

集
所
（
現
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）
に
書
翰
を
中
心
と
す
る
資
料
群
が
寄
贈
さ
れ
て
い
て
、
現
在
「
大
隈
重
信
関
係
文
書
」
と
し
て
所
蔵
さ

れ
て
い
るＰ
。

　

と
こ
ろ
で
セ
ン
タ
ー
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る
大
隈
宛
の
日
本
人
和
文
書
翰
の
う
ち
、
右
と
は
異
な
る
経
緯
で
伝
来
し
た
も
の
も
多
数
あ

り
、
そ
の
な
か
に
は
、
大
隈
家
か
ら
大
隈
重
信
に
縁
の
あ
っ
た
個
人
と
団
体
に
進
呈
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
大
隈
家
が
個
人
に
進
呈
し
た
分
に
つ
い
て
は
、
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
「
昭
和
参
年
九
月
進
呈
書
簡

目
録Ｑ
」
に
、
進
呈
さ
れ
た
人
物
の
氏
名
と
、
進
呈
さ
れ
た
大
隈
宛
書
翰
の
差
出
人
と
通
数
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
か
ら
概
要
が
確

認
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
進
呈
先
は
高
田
早
苗
ら
一
九
名
で
、
そ
の
総
計
は
三
一
七
通
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
一
人
で
あ
る
市
島
謙
吉
は
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
九
月
四
日
、
大
隈
信
常
に
呼
ば
れ
て
大
隈
宛
書
翰
一
五
通
を
進
呈
さ
れ
た
。

彼
は
日
記
「
戊
辰
漫
録
」
に
、
こ
の
日
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

先
妣
〔
大
隈
綾
子
〕
の
遺
志
に
基
く
と
侯
爵
〔
大
隈
信
常
〕
の
書
簡
に
あ
り
。
こ
れ
は
従
来
大
隈
家
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
種
々
の
も
の
ゝ
内
で
尤
も
意

義
の
深
い
こ
と
で
あ
る
。
自
分
は
大
隈
家
の
書
簡
調
べ
に
前
年
十
数
日
没
頭
し
た
縁
因
も
あ
り
、
此
賜
を
受
く
る
は
尤
も
愉
快
と
す
る
所
で
、
装
黄

家
に
伝
へ
ん
こ
と
を
欲
す
る
。
目
録
は
左
の
如
く
と
、（
中
略
）
ケ
様
に
縁
故
者
に
此
の
書
簡
を
頒
た
れ
た
る
は
先
侯
爵
夫
人
の
遺
志
に
も
よ
る
が
、

実
は
熊
子
夫
人
の
篤
志
に
よ
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
兼
ね
て
老
侯
夫
人
の
遺
志
も
あ
れ
ば
若
干
を
検
別
し
て
昵
近
の
人
に
与
へ
た
し
と
、
熊
子
刀

自
よ
り
青
山
の
大
隈
侯
へ
交
渉
あ
り
。
其
の
結
果
五
六
十
通
ほ
ど
取
別
け
ら
れ
た
り
。
其
際
自
分
に
相
談
あ
り
、
如
何
な
る
も
の
を
諸
家
へ
頒
つ
べ

き
か
と
。
自
分
の
い
ふ
に
は
、
尤
も
大
切
な
時
局
に
関
す
る
も
の
ゝ
如
き
は
成
巻
家
に
存
せ
ら
る
が
よ
ろ
し
、
さ
り
と
て
余
り
無
意
味
な
も
の
を
人

に
贈
ら
れ
て
も
人
は
喜
こ
ぶ
ま
じ
、
多
少
の
意
味
あ
る
も
の
を
贈
ら
る
ゝ
が
よ
か
ら
ん
と
。
自
分
は
熊
子
刀
自
の
み
つ
か
ら
検
出
さ
れ
た
も
の
を

一
々
検
し
、
代
筆
十
通
余
を
除
き
去
り
た
り
。
表
装
さ
れ
て
青
山
に
蔵
せ
ら
る
ゝ
こ
と
ゝ
な
り
て
は
一
通
も
世
間
に
出
る
こ
と
は
な
る
ま
じ
。
幾
何
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か
て
も
吾
等
の
有
に
帰
し
た
る
は
誠
に
仕
合
と
い
ふ
べ
しＲ
。（
後
略
）

　

綾
子
夫
人
は
生
前
か
ら
「
昵
近
の
人
」
に
大
隈
宛
書
翰
を
進
呈
す
る
意
思
を
示
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
大
隈
の
娘
熊
子
も
同
様
に
考

え
て
い
た
の
で
、
当
主
の
信
常
か
ら
承
諾
を
得
た
上
で
、
市
島
に
各
人
に
ど
の
書
翰
を
譲
る
べ
き
か
を
事
前
に
相
談
し
て
い
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
て
昭
和
三
年
九
月
、
大
隈
家
に
保
存
さ
れ
て
い
た
書
翰
の
一
部
が
、
一
九
人
に
分
配
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
そ
の
原
本
の
所
在
が
確
認
で
き
る
の
は
、
次
の
五
名
が
譲
り
受
け
た
分
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
氏
名
と
所
蔵
先
、
そ
し
て
大
隈

と
の
関
係
を
簡
単
に
記
し
て
お
く
。

　

一
人
目
は
、
高
田
早
苗
（
一
八
六
〇
（
安
政
七
）
〜
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
））
で
あ
る
。
早
稲
田
の
四
尊
の
一
人
で
、
早
稲
田
大
学
初
代

学
長
や
第
三
代
総
長
な
ど
を
務
め
、
学
校
経
営
の
第
一
線
に
立
っ
た
。
ま
た
衆
議
院
議
員
も
六
期
務
め
て
い
て
、
大
隈
の
政
治
活
動
を
支

え
たＳ
。
高
田
旧
蔵
資
料
は
現
在
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
所
蔵
し
、
巻
子
一
巻
に
一
七
通
が
表
装
さ
れ
て
い
るＴ
。
な
お
、
巻
子
が
収
め
ら
れ

て
い
る
桐
箱
に
は
、
早
稲
田
大
学
に
縁
あ
る
三
人
の
書
入
れ
が
存
在
す
る
。
一
つ
は
蓋
表
に
、
市
島
謙
吉
の
自
筆
で
「
風
雲
書
簡　

大
隈

家
旧
蔵　

春
城
敬
書
印
」
と
あ
る
。
も
う
一
つ
は
蓋
裏
に
、
會
津
八
一
の
自
筆
で
「
此
巻
旧
在
隈
侯
秘
笈
。
後
帰
於
半
峰
高
田
博
士
。
遂

次
梅
澤
慎
六
君
所
獲
。
維
新
雋
豪
。
雲
集
電
馳
。
扶
翼
天
日
。
克
成
鴻
業
。
尺
素
尚
帯
風
雷
。
可
称
偉
観
也
。
秋
艸
道
人
題
印
」
と
あ
る
。

そ
し
て
箱
底
に
、
高
田
早
苗
の
自
筆
で
「
大
隈
熊
子
刀
自
所
贈　

半
峰
記
」
と
あ
る
。

　

二
人
目
は
、
先
述
し
た
市
島
謙
吉
（
一
八
六
〇
（
安
政
七
）
〜
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
））
で
あ
る
。
彼
も
早
稲
田
の
四
尊
の
一
人
で
、
初

代
図
書
館
長
と
し
て
日
本
有
数
の
大
学
図
書
館
を
築
き
上
げ
た
。
こ
の
他
に
も
大
学
基
金
募
集
委
員
、
維
持
員
な
ど
を
歴
任
し
学
校
発
展

に
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
で
、
名
誉
理
事
の
称
を
受
け
て
い
るＵ
。
市
島
旧
蔵
資
料
は
現
在
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
所
蔵
し
、
巻
子
二
巻
に

全
一
五
通
が
表
装
さ
れ
て
い
るＶ
。
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三
人
目
は
、
塩
沢
昌
貞
（
一
八
七
〇
（
明
治
三
）
〜
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
））
で
あ
る
。
欧
米
留
学
後
に
早
稲
田
の
教
壇
に
立
ち
、
経
済

学
や
財
政
学
を
講
義
す
る
一
方
で
、
ま
た
大
学
部
政
治
経
済
学
科
・
専
門
部
政
治
経
済
科
長
、
理
事
、
第
四
代
学
長
、
第
二
代
総
長
な
ど

を
務
め
、
学
校
発
展
に
も
尽
力
し
た
。
経
済
学
の
泰
斗
で
英
語
に
長
け
て
い
た
た
め
、
外
国
要
人
が
大
隈
邸
を
訪
れ
た
際
に
は
決
ま
っ
て

通
訳
と
し
て
立
ち
会
っ
た
と
い
うＷ
。
塩
沢
旧
蔵
資
料
も
現
在
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
所
蔵
し
、
全
一
七
通Ｘ
。

　

四
人
目
は
、
中
野
礼
四
郎
（
一
八
七
一
（
明
治
四
）
〜
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
で
あ
る
。
中
野
家
は
佐
賀
藩
の
家
老
格
の
家
柄
で
、
祖
父

数
馬
も
父
致
明
も
大
隈
と
知
己
の
関
係
に
あ
っ
た
。
礼
四
郎
は
東
京
帝
国
大
学
国
史
科
を
卒
業
し
た
後
、
早
稲
田
大
学
で
国
史
の
講
義
を

担
当
し
、
の
ち
に
早
稲
田
中
学
校
第
三
代
校
長
と
な
っ
たＹ
。
中
野
旧
蔵
資
料
は
現
在
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
し
、
巻

子
二
巻
に
全
一
八
通
が
表
装
さ
れ
て
い
るＺ
。

　

そ
し
て
五
人
目
が
、
増
田
義
一
（
一
八
六
九
（
明
治
二
）
〜
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
））
で
あ
る
。
東
京
専
門
学
校
卒
業
後
、
光
岡
威
一
郎

が
立
ち
上
げ
た
大
日
本
実
業
学
会
が
創
刊
し
た
雑
誌
『
実
業
之
日
本
』
の
編
集
に
あ
た
り
、
の
ち
に
同
誌
の
発
行
権
を
譲
り
受
け
て
、
実

業
之
日
本
社
を
創
業
し
初
代
社
長
と
な
っ
た
。
大
隈
は
、
同
社
が
刊
行
す
る
雑
誌
に
、
多
く
の
記
名
文
書
を
発
表
し
て
い
るａ
。
増
田
旧
蔵

資
料
は
現
在
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
し
、
巻
子
一
巻
に
一
七
通
が
表
装
さ
れ
て
い
るｂ
。

　

以
上
、
彼
ら
が
大
隈
家
か
ら
進
呈
さ
れ
た
計
八
四
通
の
大
隈
宛
書
翰
は
、
今
回
の
セ
ン
タ
ー
本
に
す
べ
て
収
録
さ
れ
た
。

　

こ
の
他
の
人
び
と
に
進
呈
さ
れ
た
分
は
、
残
念
な
が
ら
、
原
本
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
。
以
下
、
前
掲
資
料
「
昭
和
参
年
九
月
進
呈

書
簡
目
録
」
を
基
に
、
そ
の
氏
名
と
大
隈
と
の
関
係
を
簡
単
に
書
き
記
し
て
お
く
。

・ 

武
富
時
敏
（
一
八
五
六
（
安
政
二
）
〜
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
））。
佐
賀
県
出
身
。
大
隈
が
率
い
た
立
憲
革
新
党
、
進
歩
党
、
憲
政
本
党
に
所

属
し
、
第
一
次
大
隈
内
閣
で
は
内
閣
書
記
官
長
、
第
二
次
大
隈
内
閣
で
は
逓
信
大
臣
、
大
蔵
大
臣
を
務
め
た
。
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・ 

矢
野
文
雄
（
一
八
五
一
（
嘉
永
三
）
〜
一
九
三
一
（
昭
和
六
））。
大
分
県
出
身
。
慶
應
義
塾
卒
業
後
、
福
澤
諭
吉
の
紹
介
で
大
隈
の
知
遇
を
得

て
大
蔵
省
に
出
仕
し
た
が
、
明
治
一
四
年
政
変
で
辞
職
。
そ
の
後
、
立
憲
改
進
党
に
参
加
し
、
東
京
専
門
学
校
創
立
委
員
に
就
任
す
る
な
ど
し

た
。

・ 
町
田
忠
治
（
一
八
六
三
（
文
久
三
）
〜
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
））。
秋
田
県
出
身
。
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
の
総
選
挙
で
当
選
し
た
後
は
、

衆
議
院
議
員
と
し
て
活
動
し
た
。
第
二
次
大
隈
内
閣
で
は
、
農
商
務
参
政
官
に
抜
擢
さ
れ
て
い
る
。
大
隈
が
亡
く
な
っ
た
当
日
も
大
隈
邸
に
詰

め
て
お
り
、
市
島
と
共
に
大
隈
宛
書
翰
の
整
理
に
当
た
っ
た
。

・ 

阪
本
三
郎
（
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
〜
一
九
三
一
（
昭
和
六
））。
東
京
専
門
学
校
（
現
早
稲
田
大
学
）
を
卒
業
し
た
後
、
東
京
地
方
裁
判
所
判

事
や
東
京
控
訴
院
判
事
な
ど
を
歴
任
。
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
、
早
稲
田
最
初
の
派
遣
留
学
生
と
し
て
ド
イ
ツ
に
渡
り
、
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー

リ
ス
の
学
位
を
取
得
し
て
帰
国
、
早
稲
田
の
教
壇
に
立
っ
た
。
第
二
次
大
隈
内
閣
が
成
立
す
る
と
、
秋
田
県
知
事
、
山
梨
県
知
事
を
務
め
た
。

・ 

鮫
島
武
之
助
（
一
八
四
八
（
嘉
永
元
）
〜
一
九
三
一
（
昭
和
六
））。
鹿
児
島
県
出
身
。
大
隈
が
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
に
外
務
大
臣
に
就

い
た
時
は
、
秘
書
官
と
し
て
条
約
改
正
交
渉
の
推
進
に
尽
力
し
た
。
翌
年
一
〇
月
一
八
日
、
大
隈
が
爆
弾
を
投
擲
さ
れ
た
際
に
は
、
加
藤
高
明

と
共
に
真
っ
先
に
駆
け
付
け
た
と
い
うｃ
。

・ 

坂
本
嘉
治
馬
（
一
八
六
六
（
慶
応
二
）
〜
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
））。
高
知
県
出
身
。
小
野
梓
が
経
営
す
る
東
洋
館
書
店
に
入
社
し
、
小
野
が

亡
く
な
る
と
、
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
に
冨
山
房
を
立
ち
上
げ
、
辞
典
・
学
術
書
・
教
科
書
を
刊
行
し
た
。
の
ち
に
大
隈
に
直
接
掛
け
合
っ

て
、
一
九
一
一
年
四
月
に
は
、
大
隈
主
宰
の
雑
誌
『
新
日
本
』
の
発
行
を
開
始
し
た
。
早
稲
田
大
学
の
校
賓
の
一
人ｄ
。

・ 

原
田
二
郎
（
一
八
四
九
（
嘉
永
二
）
〜
一
九
三
〇
（
昭
和
五
））。
三
重
県
出
身
。
井
上
馨
か
ら
の
要
請
で
鴻
池
銀
行
の
財
政
を
立
て
直
し
、
関

西
財
界
の
重
鎮
と
な
っ
た
。
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
第
二
次
大
隈
内
閣
が
成
立
し
た
際
、
井
上
馨
と
の
間
を
取
り
持
っ
た
こ
と
で
、
家
族

ぐ
る
み
で
交
流
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
の
ち
に
軽
井
沢
の
土
地
を
寄
贈
す
る
な
ど
、
早
稲
田
大
学
の
校
賓
と
な
っ
たｅ
。

・ 

稲
田
龍
吉
（
一
八
七
四
（
明
治
七
）
〜
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
））。
愛
知
県
出
身
。
ワ
イ
ル
病
の
病
原
体
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
を
発
見
し
、
一
九
一

九
（
大
正
八
）
年
に
は
、
共
同
研
究
者
の
井
戸
泰
と
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
の
候
補
に
も
な
っ
て
い
る
。
一
九
二
〇
年
東
京
帝
国
大
学
教
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授
に
就
任
し
た
頃
か
ら
、
毎
月
二
回
大
隈
を
診
察
す
る
よ
う
に
な
り
、
臨
終
に
も
立
ち
会
っ
て
い
る
。

・ 

野
口
能
毅
（
一
八
六
〇
（
万
延
元
）
〜
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
））。
佐
賀
県
出
身
。
大
隈
の
葬
儀
委
員
長
を
務
め
た
波
多
野
敬
直
の
弟
。
一
九

一
二
（
明
治
四
五
）
年
か
ら
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
ま
で
佐
賀
市
長
を
務
め
た
。
一
九
一
七
年
の
大
隈
最
後
の
帰
郷
を
機
に
、
佐
賀
で
は
生

家
保
存
を
目
的
と
す
る
「
大
隈
侯
爵
記
念
事
業
」
が
始
ま
り
、
野
口
は
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
、
生
家
と
土
地
の
買
収
、
記
念
碑
の
建
立
に
貢
献

し
た
。

・ 

副
島
延
一
（
生
没
年
不
明
）。
佐
賀
県
出
身
。
父
親
が
大
隈
と
竹
馬
の
友
で
あ
っ
た
た
め
、
雉
子
橋
邸
時
代
か
ら
大
隈
家
に
出
入
り
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
事
業
を
始
め
て
か
ら
も
、
大
隈
家
と
親
密
な
交
流
を
持
ち
続
け
た
と
い
うｆ
。

・ 

田
尻
鉄
太
郎
（
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
〜
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
））。
鉄
太
郎
の
母
ヨ
シ
が
綾
子
夫
人
の
兄
三
枝
守
富
の
長
女
で
、
大
隈
の

姪
に
あ
た
るｇ
。

・ 

真
木
平
一
郎
（
一
八
六
九
（
明
治
二
）
〜
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
））。
妻
の
知
恵
子
が
綾
子
夫
人
の
兄
三
枝
守
富
二
女
で
、
大
隈
の
養
女
と
な
っ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
大
隈
の
婿
に
あ
た
るｈ
。
な
お
父
長
義
は
佐
賀
出
身
。

・ 

三
枝
守
博
（
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
〜
一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
））。
大
隈
の
義
兄
三
枝
守
富
の
長
男ｉ
。

・ 

光
吉
直
子
（
生
没
年
不
明
）。
大
隈
家
に
長
年
勤
め
た
女
性
の
ひ
と
り
。
戦
後
大
隈
研
究
室
が
主
宰
し
た
座
談
会
「
大
隈
侯
の
家
庭
生
活
を
語
る
」

に
参
加
し
て
い
るｊ
。

　

次
に
、
大
隈
家
か
ら
大
隈
宛
書
翰
が
進
呈
さ
れ
た
団
体
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
鍋
島
侯
爵
家
徴
古
館
と
大
隈
誕
生
記
念
館
で
、
一
九
二
八

年
一
一
月
に
大
隈
家
が
進
呈
し
た
際
に
添
付
さ
れ
た
書
翰
の
草
案
が
現
存
し
て
い
るｋ
。
こ
こ
で
は
、
前
者
の
鍋
島
侯
爵
家
徴
古
館
長
宛
書

翰
案
の
全
文
翻
刻
を
掲
げ
て
お
く
。

　

徴
古
館
侯
爵
よ
り
被
贈
事
之
御
書
面
の
案
文
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向
寒
之
候
貴
館
益
々
御
隆
盛
之
段
欣
賀
之
至
に
奉
存
候
。
扨
別
便
に
而
差
上
候
巻
軸
は
、
先
考
在
世
中
諸
先
輩
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
る
書
翰
に
有
之
、

篋
底
に
秘
蔵
候
も
不
本
意
と
存
候
付
、
今
回
装
填
之
上
乾
坤
両
軸
と
な
し
別
て
芳
名
録
相
添
へ
贈
呈
致
申
候
。
幸
に
永
く
貴
館
に
御
保
蔵
被
下
候
へ

は
小
生
之
本
懐
不
過
之
候
。
為
得
貴
意
度
如
此
に
御
坐
候
。
敬
具

　

こ
こ
に
「
芳
名
録
相
添
へ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
進
呈
す
る
大
隈
宛
書
翰
の
差
出
人
名
の
一
覧
の
写
し
が
別
紙
と
し
て
残
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
全
部
で
七
〇
通
が
進
呈
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
さ
ら
に
こ
の
人
名
一
覧
を
基
に
検
討
し
た
結
果
、

前
者
は
公
益
財
団
法
人
鍋
島
報
效
会
所
蔵
「
大
隈
重
信
宛
書
翰
集
」
が
、
後
者
は
佐
賀
市
大
隈
記
念
館
所
蔵
「
大
隈
重
信
関
係
文
書
」
が

該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
も
今
回
の
セ
ン
タ
ー
本
に
す
べ
て
収
録
さ
れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
大
隈
家
か
ら
二
度
に
わ
た
っ
て
早
稲
田
大
学
に
資
料
群
が
寄
贈
さ
れ
た
以
外
に
も
、
今
回
の
セ
ン
タ
ー
本
の
編
纂
過

程
で
、
一
九
二
八
年
、
鍋
島
侯
爵
家
徴
古
館
、
大
隈
誕
生
記
念
館
、
個
人
（
高
田
早
苗
ら
一
九
名
）
に
、
大
隈
宛
の
日
本
人
和
文
書
翰
の
進

呈
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
う
ち
原
本
の
所
在
が
確
認
で
き
る
も
の
は
少
な
く
、
そ
の
大
部
分
は
所
在
不
明
と

な
っ
て
い
る
。

四　

刊
行
本
・
謄
写
本
│
│
臨
時
帝
室
編
修
局
作
成
の
謄
写
本

　

こ
こ
ま
で
大
隈
重
信
関
係
文
書
の
原
本
の
伝
来
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
こ
の
う
ち
、
二
〇
一
五
年
三
月
時
に
原
本
の
所
在
が
確
認
で

き
た
大
隈
宛
の
日
本
人
和
文
書
翰
は
セ
ン
タ
ー
本
に
す
べ
て
収
録
さ
れ
、
内
容
等
を
容
易
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
し
か
し

そ
の
編
纂
・
調
査
の
過
程
で
、
現
在
で
は
原
本
の
所
在
が
判
明
し
な
い
多
く
の
謄
写
・
活
字
書
翰
が
、
日
本
史
籍
協
会
編
『
大
隈
重
信
関
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係
文
書
』
や
各
種
の
謄
写
本
に
存
在
す
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

最
初
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
臨
時
帝
室
編
修
局
作
成
の
謄
写
本
で
あ
る
。
臨
時
帝
室
編
修
局
（
当
初
は
臨
時
編
修
局
と
称
し
た
）
は
一
九

一
四
（
大
正
三
）
年
一
一
月
、『
明
治
天
皇
紀
』
編
修
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
。
同
局
が
収
集
し
た
各
種
資
料
は
、
現
在
、
宮
内
庁
宮
内
公

文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど
が
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
、
伊
藤
博
文
や
井
上
馨
ら
政
府
要
人
の
諸
家
か
ら
借

り
受
け
た
原
本
の
謄
写
本
も
あ
り
、「
大
隈
侯
爵
家
所
蔵
文
書
」「
大
隈
侯
爵
家
文
書
」「
大
隈
侯
爵
家
文
書
・
諸
家
書
翰
」
と
題
す
る
謄

写
本
が
計
二
六
冊
存
在
す
る
こ
と
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
確
認
で
き
るｌ
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
臨
時
帝
室
編
修
局
は
一
九
二
八
（
昭
和
三
）

年
か
ら
数
年
か
け
て
、
大
隈
家
が
所
蔵
し
て
い
た
資
料
群
、
特
に
書
翰
を
中
心
に
借
り
入
れ
て
謄
写
本
を
作
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
余
談
で
は
あ
る
が
、
同
局
の
借
入
要
請
を
受
け
て
、
大
隈
家
で
生
じ
た
二
つ
の
動
き
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、
書
翰

の
表
装
で
あ
る
。
同
局
が
借
り
入
れ
を
申
請
し
た
際
、
市
島
は
大
隈
信
常
に
左
の
よ
う
な
進
言
を
行
な
っ
て
い
た
。

明
治
史
編
纂
所
よ
り
大
隈
家
の
書
簡
を
借
覧
し
た
し
と
申
来
つ
た
の
が
動
機
と
な
り
て
、
自
分
は
大
隈
〔
信
常
〕
侯
〔
爵
〕
に
勧
め
て
、
成
巻
装
黄

の
上
貸
さ
る
べ
し
、
否
ら
さ
れ
ば
散
佚
の
憂
あ
る
の
み
な
ら
す
、
或
は
成
巻
の
機
を
失
せ
ん
と
。
侯
も
そ
れ
を
可
と
し
たｍ

前
述
し
た
よ
う
に
、
市
島
は
資
料
群
を
三
種
に
分
類
し
て
い
た
が
、
こ
の
う
ち
「
草
々
に
保
存
す
べ
き
も
の
」
に
分
類
し
未
装
で
あ
っ
た

も
の
を
巻
子
に
仕
立
て
る
よ
う
促
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
「
大
隈
文
書
」
の
書
翰
の
多
く
が
巻
子
に
表
装

さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
事
情
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
が
、
大
隈
家
で
改
め
て
資
料
目
録
の
編
纂
が
試
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
九
二
八
年
八
月
、
阪
本
三
郎
と
前
田
多
蔵

に
よ
っ
て
「
信
書
及
文
書
目
録
」
が
作
成
さ
れｎ
、
資
料
群
は
「
秘
信
書
目
録
（
御
保
存
之
部
）」
一
五
三
点
、「
風
雲
偉
観
風
雲
感
会
所
載
分
」

一
七
八
点
、「
整
理
之
部
」
二
八
一
七
点
、「
未
整
理
之
部
」
四
九
袋
・
鞄
一
匣
と
分
類
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
書
翰
に
つ
い
て
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は
「
書
巻
目
録ｏ
」「
御
書
翰
巻
物
帳ｐ
」
も
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
書
巻
目
録
」
は
途
中
か
ら
「
臨
時
帝
室
編
修
局
用
紙
」
が
用

い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
臨
時
帝
室
編
集
局
へ
の
借
出
と
同
時
並
行
で
、
作
成
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
宮
内
公
文
書
館
に
は
、
臨
時
帝
室
編
修
局
が
資
料
調
査
を
行
な
っ
た
際
の
借
用
書
な
ど
が
綴
じ
こ
ま
れ
た
資
料
が
あ
りｑ
、
ま
た
各

謄
写
本
の
表
紙
裏
に
は
、「
台
本
出
処
」「
採
集
人
名
」「
採
集
年
月
」「
校
正
」「
謄
写
人
名
」
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
謄
写
本
の
作
成

過
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
基
に
、
各
謄
写
本
の
概
要
を
紹
介
し
た
い
。

①　
「
大
隈
侯
爵
家
文
書
澤
宣
嘉
以
下
一
九
人
書
翰
九
一
通
」
一
冊ｒ

　

臨
時
帝
室
編
修
局
が
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
一
月
か
ら
翌
年
二
月
の
間
に
、
大
隈
信
常
か
ら
三
回
に
分
け
て
借
り
入
れ
た
諸
家
書

翰
巻
子
計
八
八
巻
か
ら
、『
明
治
天
皇
紀
』
編
纂
に
必
要
な
書
翰
を
謄
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
責
任
者
は
渡
辺
幾
治
郎
で
、
校
正
は
筧
文

吉
（
書
記
）・
太
田
鉄
治
郎
（
嘱
託
）、
謄
写
は
武
清
文
・
佐
藤
威
徳
（
以
上
、
雇
）・
織
部
辰
雄
・
佐
治
為
善
（
以
上
、
筆
生
）
が
担
当
し
た
。

こ
の
底
本
と
な
っ
た
巻
子
は
、
現
在
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
て
、
謄
写
さ
れ
た
書
翰
も
セ
ン
タ
ー
本
に
す
べ
て
収
録
さ
れ
て

い
る
。

②　
「
大
隈
侯
爵
家
所
蔵
文
書
」
二
一
冊ｓ

　

臨
時
帝
室
編
修
局
が
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、『
明
治
天
皇
紀
』
編
纂
に
必
要
な
書
翰
と
書
類
を
謄
写
し
た
も

の
で
あ
る
。
責
任
者
は
渡
辺
幾
治
郎
で
、
校
正
・
謄
写
は
複
数
人
で
分
担
し
て
い
る
。
校
正
は
太
田
鉄
治
郎
（
嘱
託
）・
堀
元
恭
（
筆
生
）・

有
田
利
雄
・
佐
藤
威
徳
（
以
上
、
雇
）
が
、
謄
写
は
織
部
辰
雄
・
尾
本
景
敏
・
尾
本
良
三
・
河
野
通
史
・
佐
治
為
善
・
堀
元
恭
（
以
上
、
筆

生
）・
榎
元
半
重
・
名
越
常
一
・
長
尾
景
敏
（
以
上
、
筆
耕
）
が
担
当
し
て
い
る
。

　

こ
の
謄
写
本
「
大
隈
侯
爵
家
所
蔵
文
書
」
の
底
本
は
、
二
種
類
あ
る
。
一
つ
は
、
①
と
同
じ
く
、
大
隈
信
常
が
所
蔵
す
る
諸
家
書
翰
巻

子
の
原
本
で
あ
る
。
も
う
一
つ
が
「
大
隈
侯
爵
家
所
蔵
（
大
日
本
文
明
協
会
保
管
）」
と
さ
れ
て
い
る
謄
写
綴
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
前
述
し
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た
市
島
が
伝
記
編
纂
の
際
に
作
成
し
た
謄
写
本
「
大
隈
家
収
蔵
文
書
」
以
外
の
謄
写
資
料
が
、
大
隈
家
に
存
在
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
謄
写
綴
を
底
本
と
し
た
「
大
隈
侯
爵
家
所
蔵
文
書
一　

五
代
友
厚
書
翰ｔ
」
の
内
表
紙
に
は
「
十
六
通
（
四
十
三
通
の
内
）」

と
い
う
書
き
込
み
が
あ
る
の
で
、
相
当
数
の
書
翰
が
謄
写
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
に
該
当
す
る
資
料
は
、
現
在
、

見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
、
こ
の
謄
写
綴
が
底
本
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
時
点
で
、
い
く
つ
か
の
原
本
が
大
隈
家
に
は
存

在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

こ
の
謄
写
本
「
大
隈
侯
爵
家
所
蔵
文
書
」
の
大
部
分
は
セ
ン
タ
ー
本
に
収
録
さ
れ
て
い
て
、
未
収
録
分
も
市
島
に
よ
る
謄
写
本
「
大
隈

家
収
蔵
文
書
」
に
存
在
す
る
。
た
だ
し
「
大
隈
侯
爵
家
所
蔵
文
書
一
」
に
あ
る
（
明
治
七
）
年
四
月
十
三
日
付
の
大
隈
重
信
宛
五
代
友
厚

書
翰ｕ
だ
け
は
、
他
の
刊
行
物
や
謄
写
本
に
は
な
い
、
こ
こ
で
し
か
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
資
料
で
あ
る
。

　

な
お
一
つ
だ
け
、
特
殊
な
底
本
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
謄
写
本
「
大
隈
侯
爵
家
所
蔵
文
書
一
九
」
に
は
、
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年

八
月
二
日
付
の
大
隈
宛
伊
藤
書
翰
と
、
伊
藤
宛
黒
田
清
隆
書
翰
の
別
紙
が
謄
写
さ
れ
て
い
る
。
渡
辺
が
大
隈
家
か
ら
借
用
し
た
巻
紙
が
底

本
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
大
隈
家
が
作
成
し
た
複
製
物
で
、
原
本
は
長
崎
市
に
在
住
す
る
個
人
が
所
蔵
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
た
。

同
書
翰
の
活
字
は
史
籍
協
会
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
原
本
の
所
在
が
現
在
分
か
ら
な
い
た
め
、
今
回
の
セ
ン
タ
ー
本
に
は
収
録
さ
れ

て
い
な
い
。

③　
「
大
隈
侯
爵
家
文
書
・
諸
家
書
翰
」
四
冊ｖ

　

こ
の
謄
写
本
に
は
、
書
翰
三
八
五
通
と
い
く
つ
か
の
書
類
が
謄
写
さ
れ
て
い
る
。
上
記
の
①
②
と
は
違
っ
て
、
二
つ
の
疑
問
が
存
在
す

る
。
一
つ
は
、
底
本
の
情
報
と
謄
写
時
期
が
全
く
分
か
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
①
②
は
底
本
と
謄
写
時
期
な
ど
を
確
認
で
き
る
手
が
か
り

が
あ
っ
た
が
、
こ
の
謄
写
本
の
表
紙
裏
に
は
「
台
本
大
隈
侯
爵
家
」「
昭
和
五
年
一
一
月
校
訂
」「
昭
和
七
年
六
月
製
本
」
と
書
か
れ
て

い
る
だ
け
で
、
臨
時
帝
室
編
修
局
と
大
隈
家
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
は
ず
の
借
入
書
も
関
係
書
類
中
に
見
当
た
ら
な
い
。
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も
う
一
つ
が
、
セ
ン
タ
ー
本
の
み
な
ら
ず
、
史
籍
協
会
本
を
は
じ
め
と
す
る
刊
行
本
や
他
の
謄
写
本
に
は
な
い
謄
写
書
翰
が
多
数
存
在

す
る
こ
と
で
あ
る
。
謄
写
さ
れ
た
三
八
五
通
の
う
ち
、
大
隈
宛
（
連
名
を
含
む
）
は
三
二
一
通
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
一
通
だ
け
し
か
セ
ン
タ
ー

本
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
いｗ
。
つ
ま
り
、
残
り
は
す
べ
て
原
本
の
所
在
が
現
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
史
籍
協
会
本
ま
た
は
市
島

に
よ
る
謄
写
本
「
大
隈
家
収
蔵
文
書
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
、
こ
の
謄
写
本
「
大
隈
侯
爵
家
文
書
・
諸
家
書
翰
」
に
し
か

な
い
謄
写
書
翰
は
、
二
〇
〇
通
以
上
に
も
上
る
。
明
治
二
〇
年
以
降
の
書
翰
の
謄
写
が
存
在
す
る
の
で
、
前
述
し
た
、
小
野
梓
没
後
に
紛

失
し
た
書
翰
群
の
可
能
性
は
な
い
。
表
紙
裏
に
「
台
本
大
隈
侯
爵
家
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
伝
来
し
て
い
る
も
の
と

は
別
の
資
料
群
の
原
本
あ
る
い
は
謄
写
本
が
、「
昭
和
五
年
一
一
月
」
時
に
は
大
隈
家
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
以
降
、
臨
時
帝
室
編
集
局
は
大
隈
家
が
所
蔵
し
て
い
た
資
料
の
謄
写
に
取
り
組
み
始
め
て

い
た
。
①
②
の
謄
写
本
は
、
大
隈
家
が
所
蔵
し
て
い
た
巻
子
の
原
本
（
現
在
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）
と
、
大
日
本
文
明
協
会
が
保
管
し

て
い
た
謄
写
綴
（
現
在
所
在
不
明
）
を
底
本
と
し
て
い
て
、こ
の
う
ち
初
め
て
存
在
と
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
は
、一
通
だ
け
で
あ
っ

た
。
し
か
し
③
の
謄
写
本
「
大
隈
侯
爵
家
文
書
・
諸
家
書
翰
」
は
底
本
や
作
成
時
期
が
不
明
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
従
来
知
ら
れ
て
い
る

刊
行
本
や
謄
写
本
に
も
な
い
、
新
出
と
も
言
う
べ
き
謄
写
書
翰
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
吟
味
し
て
い
く
と

共
に
、
底
本
を
追
求
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
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五 
 

刊
行
本
・
謄
写
本

│
│ 

日
本
史
籍
協
会
編
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』・

佐
川
町
立
佐
川
文
庫
蔵
「
大
隈
重
信
関
係
文
書
」
稿
本

　

も
う
一
つ
、
現
在
で
は
原
本
の
所
在
が
判
明
し
な
い
多
く
の
謄
写
・
活
字
書
翰
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
が
、
日
本
史
籍
協
会
編
『
大
隈

重
信
関
係
文
書
』
と
そ
の
稿
本
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
既
に
調
査
報
告
が
発
表
さ
れ
て
い
る
がｘ
、
若
干
の
補
足
を
加
え
て
お
き
た
い
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
大
隈
邸
で
の
調
査
・
整
理
は
少
人
数
で
行
な
わ
れ
、
資
料
群
の
全
体
像
は
す
ぐ
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

い
。
一
九
二
二
年
に
報
知
社
が
『
風
雲
感
会
』
を
刊
行
し
た
あ
と
は
、
一
九
二
六
年
（
昭
和
三
）
に
伝
記
『
大
隈
侯
八
十
五
年
史
』
が
刊

行
さ
れ
た
際
に
一
部
が
引
用
さ
れ
、
ま
た
附
録
『
風
雲
偉
観
』
に
大
隈
宛
を
含
む
書
翰
一
六
二
通
の
影
写
が
掲
載
さ
れ
た
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
。
研
究
者
を
含
め
て
、
多
く
の
人
び
と
が
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
の
日
本
史
籍
協
会
編
『
大

隈
重
信
関
係
文
書
』
の
刊
行
以
降
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
史
籍
協
会
叢
書
の
一
つ
で
、
第
一
巻
が
同
年
七
月
二
五
日
に
刊
行
さ
れ
、
最
終

巻
の
第
六
巻
は
翌
年
四
月
二
五
日
に
刊
行
さ
れ
た
。

　

史
籍
協
会
本
の
収
録
書
翰
の
多
く
が
セ
ン
タ
ー
本
と
重
複
し
て
い
る
が
、
中
に
は
セ
ン
タ
ー
本
に
は
な
い
活
字
書
翰
が
存
在
す
る
。
全

六
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
大
隈
宛
の
日
本
人
和
文
書
翰
全
一
〇
二
〇
通
の
う
ち
、
二
一
二
通
は
原
本
の
所
在
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
セ
ン
タ
ー
本
で
は
収
録
は
見
送
ら
れ
たｙ
。
し
た
が
っ
て
こ
の
二
一
二
通
の
内
容
は
、
史
籍
協
会
本
か
ら
し
か
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

そ
し
て
史
籍
協
会
本
の
稿
本
に
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
大
隈
宛
の
謄
写
書
翰
が
存
在
す
る
こ
と
が
、
近
年
の
調
査
で
明
ら
か

に
な
っ
たｚ
。
日
本
史
籍
協
会
叢
書
の
稿
本
は
、
副
総
裁
の
田
中
光
顕
の
郷
里
高
知
県
佐
川
町
に
あ
り
、
彼
が
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
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に
寄
贈
し
た
分
は
青
山
文
庫
に
、
そ
の
後
に
寄
贈
し
た
分
は
佐
川
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
るあ
。
全
部
で
一
一
点
あ
る
『
大
隈
重
信
関
係
文

書
』
の
稿
本
の
一
つ
に
、
表
紙
に
「
大
隈
文
書
第
六
巻
以
外
ノ
分
」
と
記
さ
れ
た
謄
写
本
が
あ
る
。「
大
部
分
年
代
不
明
ニ
ツ
キ
使
用
セ
ズ
」

と
の
理
由
で
、
最
終
的
に
は
収
録
対
象
か
ら
外
さ
れ
、
活
字
化
さ
れ
な
か
っ
た
分
で
あ
る
。
こ
こ
に
一
二
六
点
の
書
翰
と
書
類
が
謄
写
さ

れ
て
い
た
が
、
こ
の
う
ち
大
隈
宛
の
日
本
人
和
文
書
翰
を
セ
ン
タ
ー
本
と
照
会
し
た
結
果
、
未
収
録
の
も
の
が
八
通
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
も
原
本
の
所
在
は
不
明
で
、
史
籍
協
会
本
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
大
隈
研
究
に
と
っ
て
貴
重
な
資
料
と
判
断
し
、

そ
の
全
文
翻
刻
を
前
号
で
紹
介
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
史
籍
協
会
本
と
そ
の
稿
本
を
合
せ
て
、
少
な
く
と
も
二
二
〇
通
の
大
隈
宛
の
日
本
人
和
文
書
翰
が
、
中
に
は
、
一
九
二

八
年
に
個
人
に
進
呈
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
早
稲
田
大
学
へ
の
寄
贈
と
は
別
系
統
で
伝
来
さ
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
史
跡
協
会
本
の
編
纂
作
業
は
ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
編
纂
作
業
の
業
務
過
程
や

期
間
等
を
示
す
資
料
は
存
在
し
な
い
が
、
第
一
巻
の
冒
頭
に
あ
る
大
隈
信
常
の
緒
言
と
日
本
史
籍
協
会
の
例
言
に
よ
っ
て
、
臨
時
帝
室
編

修
官
の
渡
辺
幾
治
郎
が
「
文
書
の
選
択
編
纂
」「
傍
註
、
備
考
、
参
考
文
書
等
の
添
付
」
を
行
な
い
、
維
新
史
料
編
纂
官
の
薄
井
福
治
が
「
整

理
校
訂
」
を
担
当
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
渡
辺
は
自
著
『
大
隈
重
信
：
新
日
本
の
建
設
者い
』
の
序
文
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

私
は
大
隈
重
信
侯
の
研
究
を
志
す
こ
と
年
あ
り
、
嚢
年
大
隈
侯
爵
家
の
依
嘱
に
依
り
、
そ
の
所
蔵
文
書
を
整
理
し
、
大
隈
重
信
関
係
文
書
全
六
巻
を

公
刊
し
た
。
ま
た
、
昭
和
七
年
十
月
故
侯
十
年
の
記
念
に
当
り
、
国
民
敬
慕
会
の
嘱
に
よ
っ
て
、『
文
書
よ
り
観
た
る
大
隈
重
信
侯
』
一
巻
を
著
は

し
会
員
に
頒
っ
た
。
主
と
し
て
侯
爵
家
文
書
の
整
理
及
び
刊
行
に
よ
っ
て
得
た
資
料
研
究
の
産
物
で
あ
っ
た
。

　

当
初
は
市
島
が
中
心
に
な
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
た
整
理
・
調
査
は
、
あ
る
時
期
か
ら
渡
辺
に
引
き
継
が
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
緒
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言
と
例
言
に
記
さ
れ
て
い
る
年
日
と
、『
文
書
よ
り
観
た
る
大
隈
重
信
侯う
』
の
刊
行
年
月
が
一
致
し
て
い
る
の
で
、
一
九
三
二
年
一
〇
月

に
は
「
文
書
の
選
択
編
纂
」
が
あ
る
程
度
完
成
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

渡
辺
が
大
隈
文
書
の
整
理
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
彼
が
臨
時
帝
室
編
修
局
の
一
員
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
よ
う
。
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
渡
辺
は
同
局
に
よ
る
謄
写
本
作
成
の
責
任
者
で
、
大
隈
家
と
の
交
渉
を
担
当
し
て
い
た
。
大
隈
の
死

か
ら
四
ヶ
月
後
の
一
九
二
二
年
五
月
九
日
、
市
島
の
日
記
に
「
朝
、
渡
辺
幾
次
郎
来
話
」
と
記
さ
れ
て
い
るえ
。
五
月
二
五
日
に
同
局
が
大

隈
家
か
ら
「
明
治
元
年
三
月
御
親
翰
写
（
木
戸
孝
允
公
真
蹟
）」
の
借
入
を
行
な
っ
て
い
る
の
でお
、
話
の
内
容
は
こ
の
こ
と
に
関
す
る
も
の

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
翌
年
四
月
一
二
日
、
渡
辺
は
大
隈
侯
伝
記
編
輯
所
を
訪
問
し
、
市
島
に
「
明
治
天
皇
史
編
纂
の
た
め
志

料
の
一
覧
」
を
依
頼
し
、
若
干
の
資
料
を
閲
覧
し
て
い
るか
。
そ
の
後
の
動
向
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
隈
家
が
所
蔵
す
る
資
料
群
の
借
入
に

向
け
て
、
渡
辺
は
種
々
の
準
備
を
進
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
六
月
一
一
日
、
大
隈
家
に
一
回
目
の
借

入
の
申
し
入
れ
が
な
さ
れ
て
以
降が
、
数
回
に
わ
た
っ
て
資
料
の
借
入
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
間
に
、
渡
辺
が
文
書
整

理
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
た
が
っ
て
、
臨
時
帝
室
編
修
局
に
よ
る
謄
写
本
の
作
成
と
、
日
本
史
籍
協
会
編
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
の
稿
本
作
成
は
、
渡
辺
幾

治
郎
を
中
心
と
し
て
、
ほ
ぼ
同
時
並
行
で
進
め
ら
れ
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
渡
辺
が
長
年
に
わ
た
っ
て
文

書
整
理
と
謄
写
本
作
成
を
担
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
史
籍
協
会
本
の
刊
行
が
実
現
し
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
推
測
が
妥
当
か
ど
う
か
は
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
、
所
在
が
現
在
確
認
で
き
る
「
大
隈
重
信
関
係
文
書
」、
特
に
大
隈
宛
の
日
本
人
和
文
書
翰
の
原
本
の
来
歴
を
整
理
し
、
次

に
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
以
外
の
刊
行
本
・
謄
写
本
の
概
要
や
作
成
過
程
等
を
紹
介
し
て
き
た
。
最
後
に
、

こ
れ
ま
で
の
記
述
を
踏
ま
え
て
、
大
隈
重
信
関
係
文
書
、
と
り
わ
け
書
翰
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
伝
来
し
た
の
か
を
再
整
理
し
て
み
た
い
。

　

大
隈
の
許
に
集
積
し
て
い
た
資
料
群
が
、
最
初
に
本
格
的
に
整
理
さ
れ
た
の
は
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
九
月
頃
で
あ
る
。
実
務
担

当
者
は
神
山
聞
で
あ
っ
た
。
し
か
し
市
島
謙
吉
の
談
話
に
よ
る
と
、
整
理
後
に
小
野
梓
が
伝
記
編
纂
の
た
め
に
大
隈
宛
書
翰
を
含
め
た
資

料
の
借
入
を
行
な
っ
た
が
、
彼
が
死
去
し
た
の
ち
に
所
在
不
明
と
な
っ
た
。
通
数
や
内
容
は
分
か
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
大
隈
文
書
の
一
部

が
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
整
理
さ
れ
る
こ
と
な
く
集
積
し
て
い
っ
た
資
料
群
は
、
大
隈
の
死
後
に
市
島
を
中
心
と
し
て
調
査
・
整
理
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
市
島
に
よ
っ
て
、
大
隈
死
後
の
原
形
は
大
き
く
変
更
さ
れ
て
い
て
、
ア
ー
カ
イ
ブ
に
お
け
る
原

秩
序
尊
重
・
原
形
保
存
と
い
う
原
則
か
ら
す
る
と
、
非
常
に
問
題
が
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
大
隈
関
係
文
書
の
原
本
の

多
く
が
い
ま
現
存
し
て
い
る
の
は
、
市
島
の
尽
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
し
て
大
隈
家
に
長
ら
く
保
存
さ
れ
て
い
た
大
隈
宛
書
翰

の
原
本
は
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
早
稲
田
大
学
に
、
一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
（
現
大
学
史
資
料
セ
ン

タ
ー
）
に
寄
贈
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
戦
後
の
寄
贈
ま
で
の
間
に
、
大
隈
宛
書
翰
の
原
本
が
大
隈
家
か
ら
い
く
つ
分
散
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
資
料
上
確
認
で

き
る
の
が
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
九
月
の
高
田
早
苗
ら
一
九
名
と
、
同
年
一
一
月
の
鍋
島
侯
爵
家
徴
古
館
（
現
公
益
財
団
法
人
鍋
島
報
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效
会
）
と
大
隈
誕
生
記
念
館
（
現
佐
賀
市
大
隈
記
念
館
）
で
あ
る
。
こ
の
総
計
三
一
七
通
の
う
ち
、
原
本
の
所
在
は
現
在
一
五
四
通
し
か
確

認
で
き
て
い
な
い
。
今
後
新
た
に
見
い
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

そ
し
て
市
島
に
よ
る
調
査
・
整
理
後
に
作
成
さ
れ
て
い
た
各
種
の
謄
写
本
、
そ
し
て
史
籍
協
会
本
の
内
容
を
検
討
し
た
結
果
、
こ
れ
以

外
に
も
大
隈
家
か
ら
他
箇
所
へ
分
散
し
た
、
早
稲
田
大
学
へ
の
寄
贈
分
と
は
別
系
統
の
大
隈
宛
書
翰
の
原
本
が
存
在
す
る
可
能
性
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
特
に
、
臨
時
帝
室
編
修
局
に
よ
る
「
大
隈
侯
爵
家
文
書
・
諸
家
書
翰
」
四
冊
（
作
成
時
期
不
明
）
に
は
、
セ
ン
タ
ー
本
の

み
な
ら
ず
、
史
籍
協
会
本
に
収
録
さ
れ
ず
、
他
の
謄
写
本
に
も
な
い
書
翰
の
謄
写
が
多
数
あ
る
。
な
お
本
文
で
紹
介
し
た
史
籍
協
会
本
や

謄
写
本
は
、
原
本
と
照
合
で
き
な
い
た
め
翻
刻
の
正
確
性
に
若
干
の
問
題
点
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
大
隈
研
究
を
進
め
て
い
く
上
で
有
益
な

情
報
が
得
ら
れ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
特
に
、
各
種
の
謄
写
本
に
し
か
な
い
書
翰
の
う
ち
、
ま
だ
未
紹
介
分
は
何
ら
か
の
形
で
発
表
し

て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

セ
ン
タ
ー
本
の
完
成
に
よ
っ
て
、
大
隈
文
書
の
う
ち
大
隈
宛
の
日
本
人
和
文
書
翰
の
内
容
を
、
よ
り
多
く
の
人
び
と
が
知
る
機
会
が
大

き
く
広
が
り
、
今
後
、
大
隈
研
究
の
更
な
る
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
で
す
べ
て
の
書
翰
が
網
羅
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
写

真
版
や
翻
刻
が
あ
り
な
が
ら
原
本
の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
収
録
を
見
送
っ
た
も
の
も
あ
りき
、
ま
た
編
纂
事
業
の
完
結
後
に
公
開
さ
れ
た

も
の
も
出
て
き
て
い
るぎ
。
大
隈
と
そ
の
周
辺
の
人
び
と
の
実
相
に
よ
り
近
づ
く
べ
く
、
今
後
も
資
料
収
集
と
紹
介
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

註（
１

） 

収
録
対
象
の
詳
細
は
、
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編

『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
第
一
一
巻
（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
五
年
）

の
「
凡
例
」
と
「『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
の
完
結
に
あ
た
っ
て
」

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２

） 
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
。
請
求
番
号イ

14 A
5223

。

（
３

） 
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
「
東
京
寄
留
人
名
簿
」
に
、「
有
楽
町
三

丁
目
弐
番
地
大
隈
重
信
邸
寄
留
神
山
聞
（
旧
名
逸
郎
）」
と
あ
り
、
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ま
た
国
立
公
文
書
館
蔵
「
職
員
録
・
明
治
八
年
一
〇
月
」
に
は
、
大

蔵
省
国
債
寮
七
等
出
仕
に
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
４

） 
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
大
隈
重
信
関
係
文

書
」
に
、
神
山
に
よ
る
「
金
銭
受
払
精
算
簿
」（7

（ホ

）24

）
が
残
っ

て
い
る
の
で
、
執
事
的
な
立
場
に
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
５

） 

市
島
謙
吉
「
大
隈
家
の
書
簡
調
べ
」（
大
日
本
文
明
協
会
編
『
文

明
協
会
講
演
集
』
七
、
一
九
二
二
年
）
一
〜
二
頁
。

（
６

） 

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
。
請
求
番
号ヌ

06 05215

。

（
７

） 

図
録
「
二
〇
一
二
年
度
秋
季
企
画
展
・
早
稲
田
大
学
創
立
一
三
〇

周
年
記
念
大
隈
重
信
と
小
野
梓
建
学
の
礎
展
」（
早
稲
田
大
学
大

学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
二
）
五
頁
。

（
８

） 

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
「
双
魚
堂
日
誌　

大
正
一
〇
年
一
〇
月

以
降
、
大
正
一
一
年
」（
請
求
番
号イ
04 01919-583

）
一
九
二
二

年
一
月
二
二
日
条
。

（
９

） 

「
双
魚
堂
日
誌　

大
正
一
〇
年
一
〇
月
以
降
、
大
正
一
一
年
」
一

九
二
一
年
一
一
月
一
二
日
条
。

（
10
） 

出
席
者
は
、
大
隈
信
常
・
市
島
・
塩
沢
・
平
沼
淑
郎
・
坂
本
三
郎
・

坂
本
嘉
治
馬
・
中
野
礼
四
郎
・
堀
内
文
次
郎
・
増
田
義
一
・
頼
母
木

桂
吉
（「
双
魚
堂
日
誌　

大
正
一
〇
年
一
〇
月
以
降
、
大
正
一
一
年
」

一
九
二
二
年
一
月
二
四
日
条
）

（
11
） 

「
双
魚
堂
日
誌　

大
正
一
〇
年
一
〇
月
以
降
、
大
正
一
一
年
」
一

九
二
二
年
一
月
二
七
日
条
。

（
12
） 

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
「
双
魚
堂
日
誌　

大
正
一
一
年
二
月
以

降
」（
請
求
番
号イ

04 01919-584

）
一
九
二
二
年
二
月
二
八
日
条
。

（
13
） 

「
双
魚
堂
日
誌　

大
正
一
一
年
二
月
以
降
」
一
九
二
二
年
三
月
二

日
条
。

（
14
） 

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
「
双
魚
堂
日
誌　

大
正
一
二
年
一
月
以

降
」（
請
求
番
号イ

04 01919-586

）。

（
15
） 

一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
一
二
月
二
六
日
に
、『
郵
便
報
知
新

聞
』
か
ら
改
称
。

（
16
） 

青
木
武
雄
『
報
知
七
十
年
』（
報
知
新
聞
社
、
一
九
四
一
年
）
六

三
〜
六
四
頁
。

（
17
） 

こ
の
書
類
の
原
本
は
、
現
在
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
「
大
隈

文
書
」
に
あ
る
（
請
求
番
号B366-14

）。
市
島
が
大
隈
自
筆
と
判

断
し
た
も
の
で
、『
実
業
之
日
本
』
二
五
（
三
）（
実
業
之
日
本
社
、

一
九
二
二
年
）
や
『
大
隈
侯
一
言
一
行
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、

一
九
二
二
年
）
な
ど
に
口
絵
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
真

偽
は
不
明
。
こ
の
他
に
収
録
さ
れ
た
書
翰
の
原
本
も
す
べ
て
早
稲
田

大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
て
、
セ
ン
タ
ー
本
に
翻
刻
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

（
18
） 

「
双
魚
堂
日
誌　

大
正
一
一
年
二
月
以
降
」
一
九
二
二
年
三
月
六

日
条
。

（
19
） 

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
「
双
魚
堂
日
誌　

大
正
一
一
年
七
月
以

降
」（
請
求
番
号イ

04 01919-585

）
一
九
二
二
年
七
月
九
日
条
。

（
20
） 
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
。
請
求
番
号リ

05 05880

。
小
精
廬

主
人
は
、
市
島
謙
吉
の
号
の
一
つ
。

（
21
） 
上
は
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
早
稲
田
大
学
史
記

要
』
四
五
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
に
、
下
は
同
編
『
早
稲
田
大
学
史
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記
要
』
四
六
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
22
） 

市
島
の
日
記
「
双
魚
堂
日
誌　

大
正
一
一
年
二
月
以
降
」
五
月
一

一
日
条
に
、「
渡
辺
幾
次マ
マ

郎
之
紹
介
に
て
森
潤
太
郎
来
訪
。
此
も
の

を
大
隈
家
書
簡
謄
写
に
採
用
す
る
事
と
な
す
」
と
あ
っ
て
、
渡
辺
幾

治
郎
も
こ
の
謄
写
本
作
成
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
23
） 

早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
編
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
三
巻

（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
七
年
）
一
七
五
頁
。

（
24
） 

同
書
一
七
五
頁
。
早
稲
田
大
学
校
友
会
『
早
稲
田
大
学
学
報
』
一

二
（
一
九
四
九
年
）
に
、
六
月
一
五
日
に
大
隈
信
幸
氏
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
三
頁
）。
早
稲
田
大
学
大
隈
研
究

室
編
『
大
隈
文
書
目
録
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
一
九
五
二
年
）

の
序
に
、
昭
和
二
五
年
六
月
寄
贈
と
あ
る
の
は
誤
記
で
あ
ろ
う
。

（
25
） 

佐
藤
能
丸
編
「「
大
隈
信
幸
氏
寄
贈
文
書
」
目
録
」（
早
稲
田
大
学

大
学
史
編
修
所
編
『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
一
二
、
一
九
七
九
年
収

録
）。

（
26
） 

早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
「
大
隈
重
信
関
係
文
書
」

23-

３

。

（
27
） 

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
「
戊
辰
漫
録
」
四
（
請
求
番
号イ

04 
01919-4

）
昭
和
三
年
九
月
四
日
条
。

（
28
） 

詳
細
は
、
佐
藤
能
丸
「
高
田
早
苗
論
」（「
早
稲
田
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

編
集
委
員
会
編
『
早
稲
田
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
五
七
、
五
八
（
早
稲
田
大

学
出
版
部
、
一
九
八
九
年
）
収
録
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
29
） 

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
「
大
隈
家
旧
蔵
風
雲
書
簡
」（
請
求
番

号ヌ
04 09354

）。
近
日
中
に
公
開
さ
れ
る
予
定
。

（
30
） 

詳
細
は
、
金
子
宏
二
「
春
城
・
市
島
謙
吉
│
│
そ
の
生
涯
と
大
隈

重
信
」（『
早
稲
田
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
五
七
、
五
八
収
録
）
な
ど
を
参
照

さ
れ
た
い
。

（
31
） 

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
「
大
隈
重
信
宛
書
簡　

乾
、
坤
」（
請

求
番
号チ

03 03816 0066

）。
同
資
料
に
は
原
安
三
郎
所
蔵
を
示
す

印
が
あ
り
、「
原
安
三
郎
蒐
集
書
画
書
簡
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

を
市
島
旧
蔵
と
す
る
根
拠
は
、
前
掲
し
た
市
島
の
日
記
「
戊
辰
漫
録
」

の
記
述
で
あ
る
。
第
一
に
、
本
文
に
引
用
し
た
一
九
二
八
年
九
月
四

日
条
の
中
略
部
分
に
、
書
翰
の
差
出
人
の
氏
名
が
記
さ
れ
て
い
て
、

こ
れ
が
本
資
料
と
一
致
す
る
こ
と
。
第
二
に
、
進
呈
さ
れ
た
書
翰
の

内
容
に
関
す
る
記
述
が
、
本
資
料
の
巻
子
に
あ
る
書
翰
の
内
容
と
一

致
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、
①
「
光
演
の
句
入
の
一
通
」（
セ
ン
タ
ー

本
第
一
一
巻
・
補
遺
38
）、
②
「
上
野
景
範
か
老
侯
に
梅
の
盆
栽
を

無
心
を
云
は
れ
解
語
の
花
に
あ
ら
さ
る
此
も
の
は
惜
む
に
足
ら
す
と

書
き
た
る
書
状
」（
同
上
第
一
一
巻
・
補
遺
26-

２

）、
③
「
福
羽
美

静
の
手
紙
の
中
に
坪
内
逍
遥
の
こ
と
に
及
ん
で
い
る
」（
同
上
第
九

巻
1118-

９

）
で
あ
る
。
以
上
よ
り
、
市
島
旧
蔵
と
判
断
し
て
問
題
な

い
と
思
わ
れ
る
。

（
32
） 

詳
細
は
、
小
松
芳
喬
「
塩
沢
昌
貞
考
」（『
早
稲
田
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

五
七
、
五
八
収
録
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
33
） 
巻
子
に
仕
立
て
ら
れ
て
お
ら
ず
、
書
翰
各
に
登
録
さ
れ
て
い
る

（
請
求
番
号ヌ

06 09233

）。

（
34
） 
早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
編
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
一
巻

（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
七
八
年
）、
早
稲
田
中
・
高
等
学
校
校
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史
編
纂
委
員
会
『
百
年
の
軌
跡
』（
早
稲
田
中
学
校
、
一
九
九
五
年
）

な
ど
。

（
35
） 
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
早
稲
田
中
学
校
高
等

学
校
寄
贈　

大
隈
重
信
関
係
文
書
」。

（
36
） 

実
業
之
日
本
社
社
史
編
纂
委
員
会
編
『
実
業
之
日
本
社
百
年
史
』

（
実
業
之
日
本
社
、
一
九
九
七
年
）
な
ど
。

（
37
） 

早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
増
田
義
一
関
係
文

書
」。

（
38
） 

大
隈
侯
八
十
五
年
史
編
纂
会
編
『
大
隈
侯
八
十
五
年
史
』（
大
隈

侯
八
十
五
年
史
編
纂
会
、
一
九
二
六
年
）、
霞
会
館
華
族
家
系
大
成

編
輯
委
員
会
編
『
平
成
新
修
旧
華
族
家
系
大
成
』
上
巻
（
霞
会
館
、

一
九
九
六
年
）
な
ど
。

（
39
） 

坂
本
守
正
編
『
坂
本
嘉
治
馬
自
伝
』（
冨
山
房
、
一
九
三
九
年
）、

早
稲
田
大
学
校
賓
名
鑑
編
集
委
員
会
編
『
早
稲
田
大
学
校
賓
名
鑑
』

（
奥
島
孝
康
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
。

（
40
） 

原
田
積
善
会
編
『
原
田
二
郎
伝
』
下
巻
（
原
田
積
善
会
、
一
九
三

八
年
）、『
早
稲
田
大
学
校
賓
名
鑑
』
な
ど
。

（
41
） 

「
付
録
其
一
八　

副
島
延
一
」（
堀
部
久
太
郎
編
『
大
隈
熊
子
夫
人

言
行
録
』（
伝
紀
刊
行
会
、
一
九
三
四
年
）
収
録
）。

（
42
） 

霞
会
館
華
族
家
系
大
成
編
輯
委
員
会
編
纂
『
平
成
新
修
旧
華
族
家

系
大
成
』
上
巻
。

（
43
） 

『
平
成
新
修
旧
華
族
家
系
大
成
』
下
巻
（
霞
会
館
、
一
九
九
六
年
）。

（
44
） 

「
追
悼
」（『
山
岳
』
六
〇
（
一
一
九
）、
日
本
山
岳
会
、
一
九
六
五

年
）。

（
45
） 

早
稲
田
大
学
大
隈
研
究
室
『
大
隈
研
究
』
第
一
輯
（
早
稲
田
大
学

社
会
科
学
研
究
所
、
一
九
五
一
年
）
収
録
。

（
46
） 

前
者
の
鍋
島
侯
爵
家
徴
古
館
長
宛
が
「
大
隈
家
書
翰
」（
早
稲
田

大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
「
大
隈
重
信
関
係
文
書
」
23-

７

）
で
、

後
者
の
大
隈
誕
生
記
念
館
宛
が
「
大
隈
家
書
翰
」（
同
上
23-

８

）
で

あ
る
。

（
47
） 

書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
（http://tosho

ryo.kunaicho.go.jp/kobunsho

）。

（
48
） 

「
戊
辰
漫
録
」
四
、
昭
和
三
年
九
月
四
日
条
。

（
49
） 

早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
「
大
隈
重
信
関
係
文
書
」

23-

２

。

（
50
） 

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
。
請
求
番
号イ

14 A
5224

。

（
51
） 

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
。
請
求
番
号イ

14 A
5225

。

（
52
） 

宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
「
明
治
天
皇
紀
編
修
録
」
で
、
大
正

四
年
か
ら
昭
和
一
四
年
ま
で
の
も
の
が
存
在
す
る
。

（
53
） 

識
別
番
号34405

。

（
54
） 

各
資
料
の
書
誌
情
報
は
以
下
の
通
り
。「
大
隈
侯
爵
家
所
蔵
文
書

一
五
代
友
厚
書
翰
」（
識
別
番
号34406

）。「
大
隈
侯
爵
家
所
蔵
文

書
二
松
方
正
義
書
翰
」（
識
別
番
号34407

）。「
大
隈
侯
爵
家
所
蔵

文
書
三
陸
奥
宗
光
書
翰
」（
識
別
番
号34408

）。「
大
隈
侯
爵
家
所

蔵
文
書
四
木
戸
孝
允
書
翰
」（
識
別
番
号34409

）。「
大
隈
侯
爵
家

所
蔵
文
書
五
大
久
保
利
通
書
翰
一
」（
識
別
番
号34410

）。「
大
隈

侯
爵
家
所
蔵
文
書
六
大
久
保
利
通
書
翰
二
」（
識
別
番
号34411

）。

「
大
隈
侯
爵
家
所
蔵
文
書
七
岩
倉
具
視
書
翰
一
」（
識
別
番
号



162
34412

）。「
大
隈
侯
爵
家
所
蔵
文
書
八
岩
倉
具
視
書
翰
二
」（
識
別

番
号34413

）。「
大
隈
侯
爵
家
所
蔵
文
書
九
寺
島
宗
則
書
翰
」（
識

別
番
号34414

）。「
大
隈
侯
爵
家
所
蔵
文
書
一
〇
島
義
勇
書
翰
」

（
識
別
番
号34415

）。「
大
隈
侯
爵
家
所
蔵
文
書
一
一
三
条
実
美
書

翰
一
」（
識
別
番
号34416

）。「
大
隈
侯
爵
家
所
蔵
文
書
一
二
三
条

実
美
書
翰
二
」（
識
別
番
号34413

）。「
大
隈
侯
爵
家
所
蔵
文
書
一

三
佐
野
常
民
書
翰
」（
識
別
番
号34418

）。「
大
隈
侯
爵
家
所
蔵
文

書
一
四
後
藤
象
二
郎
書
翰
」（
識
別
番
号34419

）。「
大
隈
侯
爵
家

所
蔵
文
書
一
五
黒
田
清
隆
書
翰
（
抄
録
）」（
識
別
番
号34420

）。

「
大
隈
侯
爵
家
所
蔵
文
書
一
六
徳
大
寺
実
則
書
翰
（
抄
録
）」（
識
別

番
号34421

）。「
大
隈
侯
爵
家
所
蔵
文
書
一
七
井
上
馨
書
翰
」（
識

別
番
号34422

）。「
大
隈
侯
爵
家
所
蔵
文
書
一
八
井
上
馨
書
翰
二

（
抄
録
）」（
識
別
番
号34423

）。「
大
隈
侯
爵
家
所
蔵
文
書
一
九
伊

藤
博
文
書
翰
一
」（
識
別
番
号34424

）。「
大
隈
侯
爵
家
所
蔵
文
書

二
〇
伊
藤
博
文
書
翰
二
」（
識
別
番
号34425

）。「
大
隈
侯
爵
家
所

蔵
文
書
二
一
伊
藤
博
文
書
翰
三
（
抄
録
）」（
識
別
番
号34423

）。

（
55
） 

識
別
番
号34406

。

（
56
） 

識
別
番
号34424

。

（
57
） 

各
資
料
の
書
誌
情
報
は
以
下
の
通
り
。「
大
隈
侯
爵
家
文
書
甲
・

諸
家
書
翰
・
速
達
三
八
五
点
」（
識
別
番
号34401

）。「
大
隈
侯
爵

家
文
書
乙
・
諸
家
書
翰
・
速
達
三
八
五
点
」（
識
別
番
号34402

）。

「
大
隈
侯
爵
家
文
書
丙
・
諸
家
書
翰
・
速
達
三
八
五
点
」（
識
別
番
号

34403

）。「
大
隈
侯
爵
家
文
書
丁
・
諸
家
書
翰
・
速
達
三
八
五
点
」（
識

別
番
号34404

）。

（
58
） 

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
の
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年

一
二
月
一
六
日
付
の
岩
倉
具
視
書
翰
で
あ
る
（
原
本
：
憲
政
資
料
室

収
集
文
書
「
岩
倉
公
北
海
開
拓
人
事
意
見
其
他
」
1112-

３

、
翻
刻
：

セ
ン
タ
ー
本
第
一
一
巻
追
補
10-

１

）。
な
お
セ
ン
タ
ー
本
に
は
、
海

の
見
え
る
杜
博
物
館
が
所
蔵
す
る
岩
倉
具
視
書
翰
の
控
（
第
一
一
巻

追
補
10-

３

）
を
収
録
し
た
が
、
こ
の
謄
写
本
「
大
隈
侯
爵
家
文
書
・

諸
家
書
翰
」
に
は
そ
の
清
書
と
見
ら
れ
る
書
翰
が
謄
写
さ
れ
て
い
る
。

（
59
） 

早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』

編
集
担
当
「
日
本
史
籍
協
会
編
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
調
査
報
告
」

（
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』

四
六
（
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
五
年
三
月
））。

（
60
） 

詳
細
は
、
前
掲
論
文
「
日
本
史
籍
協
会
編
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』

調
査
報
告
」
の
「
一
日
本
史
籍
協
会
編
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
刊

本　

調
査
報
告
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
61
） 

詳
細
は
、
前
掲
論
文
「
日
本
史
籍
協
会
編
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』

調
査
報
告
」
の
「
二
佐
川
町
立
佐
川
文
庫
蔵
「
大
隈
重
信
関
係
文
書
」

稿
本　

調
査
報
告
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
62
） 

詳
細
は
、
安
岡
憲
彦
「
日
本
史
籍
協
会
叢
書
の
原
稿
と
佐
川
文
庫
」

（『
地
方
史
研
究
』
四
四
（
四
）、
一
九
九
四
年
）、
高
田
祐
介
「『
日

本
史
籍
協
会
叢
書
』
稿
本
の
伝
存
と
構
成
」（
明
治
維
新
史
学
会
編

『
明
治
維
新
と
史
料
学
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（
63
） 
照
林
堂
書
店
、
一
九
四
三
年
九
月
。

（
64
） 

早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
三
二
年
一
〇
月
。
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（
65
） 

「
双
魚
堂
日
誌　

大
正
一
一
年
二
月
以
降
」
一
九
二
二
年
五
月
九

日
条
。

（
66
） 
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
「
明
治
天
皇
紀
編
修
録
一
大
正
一

一
年
」（
識
別
番
号11266

）。

（
67
） 

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
「
双
魚
堂
日
誌　

大
正
一
二
年
一
月
以

降
」（
請
求
番
号イ

04 01919-586

）
一
九
二
三
年
四
月
一
二
日
条
。

（
68
） 

宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
「
明
治
天
皇
紀
編
修
録
二
昭
和
三

年
」（
識
別
番
号11272
）。

（
69
） 

例
え
ば
、
佛
教
大
学
近
代
書
簡
研
究
会
編
『
元
勲
・
近
代
諸
家
書

簡
集
成
：
宮
津
市
立
前
尾
記
念
文
庫
所
蔵
』（
宮
津
市
、
二
〇
〇
四
）

に
、
大
正
五
年
一
〇
月
付
の
大
隈
宛
田
尻
稲
次
郎
書
翰
が
収
録
さ
れ

て
い
た
が
、
原
本
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
セ
ン
タ
ー
本
へ
の

収
録
は
見
送
ら
れ
た
。

（
70
） 

例
え
ば
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
に
て
、
二
〇
一
五
年
六

月
二
五
日
、「
副
島
八
十
六
関
係
文
書
」
が
新
規
公
開
さ
れ
た
。
副

島
が
『
開
国
五
十
年
史
』
編
纂
局
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

こ
こ
に
大
隈
宛
書
翰
が
四
通
含
ま
れ
て
い
る
。


